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１．研究概要  
 自分のアイデアを元にマイコンカーを製作

することを通して、ものづくりに必要とされ

る技術や工夫などを学習する。その自作マイ

コンカーで大会に出場することにより現実の

厳しさを痛感してくる。  
 
２．研究の具体的内容  
２．１ 製作方針  

前輪駆動と小型化・軽量化を主な軸として

進めていくことにした。小型化・軽量化する

ために、部品をいかに効率的に配置するかを

第一に考え、それをもとに必要最低限の補強

を追加することでマイコンカーを作成するこ

とにした。  
２．２ 基板製作  

一学期は、基本的に基盤の製作に費やされ

た。配置案に書き込んである部品のうちモー

タ・サーボ・CPU 基盤以外は自分で半田付け

などをして製作した。基本的に説明書どおり

に製作するだけで、細かいパーツまでそろっ

ているという至れり尽くせりなキットとなっ

ていたので現時点で目立つミスも無く作業は

進んでいった。そのわりには時間がかかって

しまった。  

 
写真１ 配置案  

 
写真２ 初期本体  

 
２．３ 本体製作  
 基本的構成として配置案を元に製作するこ

とにした。夏休み前の状態で初期本体が完成

した。  
 方針である小型化・軽量化を行うためにも

まだまだ改良する必要があり、そう考えると

作り直す必要性も出てきた。  
２．４ 本体改良  

夏休みに行った作業は、初期本体を元に、

電池ボックスをベースとした本体に作り直す

ことだった。  

 
写真３ 電池ボックス  

 
そうすることにより必要最低限の強度を保

ちつつ必要最低限のアルミ板で製作すること

が可能であると考えた。  
その考えの下、モータードライブ基盤を境

に本体を二つに分割することにした。  



 
写真４ 本体（後）  

 なかなか納得のいくものができずに何度か

作り直しを重ねていった。  
製作していく途中で目立ったことは、穴を

空ける位置の微妙なずれだった。原因はボー

ル盤で穴を開ける時に慎重になりすぎたとい

うことだと思う。無駄に時間をかけて開ける

ことなり、穴が開く頃にはぶれて位置がずれ

てしまうという結果になっていたように思う。              
夏休みに行った作業を振り返ってみると、

本体製作のためひたすらヤスリがけをしてい

た印象が有った。  

 
写真５ 本体（前）  

 
２．５ マイコンカー本体調整  
 二学期前半の作業は夏休み中に作った本体

の調整で、文化祭に向けて形にするという目

標での製作でした。  
この時点でコードが一部断線されていたと

いう一つミスが発見されたそれは製作時のミ

スで、コードの接触不良ということだった。

それによりコードが一部他のものとは外見が

違うものとなった。  
本当はもっと早く１０月中旬ぐらいには形

にて、プログラムの調整に移行するべきだっ

た。しかし、諸事情によりマイコンカー本体

の作成が遅れ気味となってしまい文化祭まで

には形にするということが精一杯となってし

まった。  

 
写真６ 文化祭前パトリシア 2nd 

 
２．６ プログラム開発  

実際に走行させるためにもコースが必要と

なってくるのだが、情報技術科にはコースは

無く当初からの予定どおり電気科のコースを

お借りしての試走ということになった。  
本格的に走行をさせ始めたのが遅かったせ

いで調整をする時間があまり取れないであろ

うという結果となってしまった。  

 
写真７ プログラム開発環境  



 前輪駆動を採用しようと思ったことの理由

の一つとして、クランクの処理のさせ方があ

った。クランクと判断した際に完全に減速さ

せるのではなく片輪を逆転、もう一方は正転

をかけることにより逆転側にブレーキがかか

りそこを基点に曲がらせてクランクを処理す

るという考えで、理想としてはコンパスのよ

うに曲がらせることを目標としてプログラム

の調整を行った。  
 最初の本格的な走行を開始し始めた時の状

態は、クランクの処理は思いのほか理想どお

りにできていた。しかし、普通のカーブでの

安定性に問題があり、連続したカーブになる

とそのブレが大きくなってしまった。ほかに

もＵ字のカーブでは脱輪してしまった。それ

らを調整する必要性があった。ほかにも基本

的な速度の底上げもしたかったので、全体的

に細かい調整をすることにした。  
２．７ サーボモーターの変更  
 走行させているとサーボの故障が起きた。

具体的な故障内容はサーボ内のギアが欠けた

というものだった。原因は前輪駆動にしたた

めサーボの定格を超えた負荷がかかってしま

ったということが想定された。なるべく同型

サーボの使用は避ける必要性が出てきた。  
 しかし今からサーボを買うにしても時間が

無いため同型サーボでも対処できるようにサ

ーボの使用を極力避けてサーボへの負荷を減

らすことを考えた。  

 
写真８ サーボ  

 解決策として、トルクの大きいヨット用の

黒サーボがあったので搭載することにした。

大きいので重くなってしまう、なにより動作

が遅いのではということが予想されたために

冗談半分で搭載したのだが、他の代替案も出

てこず、最初の同型サーボの使用も不安が残

ったためそのまま採用した。  
しかし実際に動作させて見ると初期のサー

ボと比べても遜色ない動作速度で、一番の不

安要素は解消された。  

 
写真９ 黒サーボ  

 
２．８ 最終調整  
 何度かプログラムの調整をしているうちに

クランクで止まってしまうようになってしま

った。原因はタイヤの逆回転にありブレーキ

がかかりすぎて止まってしまうという結果に

なっていた。仕方なく逆転を取りやめたとこ

ろ何とか曲がるようにはなった。それでも最

初はうまくいっていたので未練が残った。  
 最終的な調整の結果、クランクは曲がり、

カーブも安定した走行をするようになった。

しかし、結局最後まで電気科のコースを完走

することはできなかった。立体交差の後のク

ランクでどうしても減速しきれずに脱輪して

しまった。大会のコースにはないとのことで

したが、一度も完走できていないということ

は事実であり、不安が残ったままの状態でし

たが、時間切れとなってしまったため後は現

地での最終調整ということになった。  



 
写真１０ 最終的なパトリシア 2nd 

 
２．９ 本番前日  
 一日試走の時間があったのでそこで完走さ

せるべく調整を行った。何度か試走をさせて

みたところカーブでの脱輪が目立ったので、

何度も調整を重ねる必要性があった。ギリギ

リまで調整したのですがゴール直前のクラン

クで脱輪してしまい完走できず、明日の直前

に望みを託すことになった。  

 
写真１１ マイコンカーラリー会場  

 
２．１０本番当日  
 二日目の本番直前にも試走させる時間があ

ったのだが、電池の充電が完了していないと

いうトラブルに見舞われ、試走させることも

できずに結局一度も完走していないという状

態での本番となった。  
 本番ではＩＮコースとＯＵＴコースで、計

二回走らせることが可能だった。  

 一回目は最初の連続カーブで見事に脱輪し

た。しかもその現場を見ることもできなかっ

たので、スピードの出すぎであろうという予

測しか立てらなかった。  
 そんな状態で望みをかけ最終調整を行い二

回目の走行となった。  
 
３．研究のまとめ  
 ２６７台エントリー中１０２位、３４秒９

８という記録で完走できた。今まで一度も完

走できなかったぶん完走したときはうれしか

った。結果を見てせめて３０秒は切らしたか

ったかなと思った。会場でほかの人のマイコ

ンカーを遠めに見た感じ、速い車が多かった

のは当然のこととして小さめなマイコンカー

をいくつか見ることができた。パトリシア

2nd ももっと小型化できたかなと思う。  
 ちなみに名称であるパトリシア 2nd はイン

スピレーションでした。  
機械科協力の下で旋盤を用いてホイールを

自作しようとしていたのだが、そちらに時間

を割いていたにもかかわらず時間が足りなく

なり作り上げることもできなかった。機械科

の人たちには本当に様々な意味で迷惑をかけ

てしまいました。どうせするのならば、とい

うことで手を出したのだがそれが裏目に出て

しまい、結果的に完成度が落ちてしまうとい

う本末転倒なものとなってしまった。  
技術的な問題点も大きかったと思うが、そ

れを考慮した上で作業に確実かつ迅速な計画

性を持たせなければならなかった。  
これから先、直接的に役に立つことがある

のかは疑問ではあるがよい経験になったとは

思う。作業をしていて楽しくもあったし、完

走した時は特にうれしかった。逆に反省点も

多く思い残すものも多いが、だからこそ得た

経験でありこれからの課題でもある。  
 課題研究で課題を増やしてしまうのも如

何なものかと思うが結果的には良好であった

と思う。むしろ思いたい。  


